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（８）定植直後からの LED 照射による初期生育調査 

定植直後からの LED 照射は KG の草丈伸長と葉数の増加を促進した。 

定植後 7日間の草丈の増加量は LED 区が 1.3cm と慣行区より増加した。 

その間の葉数の増加量は LED 区が 4.7 枚と慣行区より増加した。 

このことから、白色 LED照射はカーネーションの初期生育を活発にし、草丈や葉数の増

加を促すことが示された。 

 

 

  
表１８　定植直後からのLED照射による初期生育への影響

定植時 7日後 定植時 7日後

3月21日 3月28日 3月21日 3月28日

LED 14.3 15.7 1.3 15.0 19.7 4.7

慣行 15.0 15.7 0.7 14.3 18.3 4.0

有意性z NS NS ** NS NS **

z ｔ検定により，**：１％水準で有意，NS：有意差なし

y 供試品種は‘恋心（KG）’

処理区

草丈(cm) 葉数(枚)

増加量
(cm)

増加量

(枚)

図１１ 最低気温と年内採花本数（恋心） 
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（９）生産者アンケート調査 

協力生産者 25 人から、①処理区と慣行区の比較、②環境制御技術について、③他県の生

産者との比較、④あぐりログについて、⑤その他に分けて聞き取り調査を行った（表１９－

１、１９－２）。 

この中で、日没後降温（夏期）では、昨年度ほどの効果は見られなかったとのコメントが

あった。今後も検証を継続し、安定した効果を得られるような処理方法を検討したい。 

LED について、品質向上効果が認められたとのコメントがあった。LED では、草丈は伸

長しやすいが、茎が堅くなることが認められた。 

令和 5 年度は、全体会議での圃場視察が１回実施し、実証生産者が参加できたことで、有

意義な情報交換が実施された。今後も産地間、生産者間での情報共有が円滑に実施できるよ

う配慮したい。 

あぐりログについては、モニタリングにより環境条件に対する意識向上につながってい

る様子がうかがわれた次年度以降はその機能を生かしてさらに情報共有を進めていきたい。 

今後も国内産地における生産者間の情報交換やデータ蓄積を充実させていくことで、さ

らなる収益性と品質向上が可能になると考えられた。 
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表１９－１　アンケート（寒冷地・暖地　夏切り）

処理区と慣行区の生育・開花反応 環境制御技術について

1 北海道 A ML LED 開花は少し早い様に思います。 まだまだ可能性があると考えているので、様々な技術や方法を取り入れていきたい。

2 北海道 B DB LED 開花が早くなった長日期の試験だったため、短日期の開花反応、生育が楽しみです。 LEDだけでなく、水・温度・CO²・肥料など複合的に管理できると面白い。

3 香川県 C DB LED 対象区と比較し良好
コスパ良し

簡易に設置できるので問題ない

※　供試品種名：ML（ムーンライト）、DB（ドリーミィーブロッサム）

表１９－２　アンケート（暖地作型）

処理区と慣行区の生育・開花反応 環境制御技術について

4 神奈川県 D ML EOD-C
今年度は正直なところ、実感として、実証区と慣行区で開花時期及び品質に大きな差は感じられ
なかった。

天窓やカーテンの開閉等において、あぐりログを活用している。あぐりログの温度確認をすること
で、時期に合わせて開閉時間を調節し、効率良く温室内の気温を維持している。

EOD1

EOD2

ML EOD-1

ML EOD-2

7 兵庫県 G KG EOD いつも通り 特になし

8 香川県 H KG EOD 　今年は夏場の暑さのため、開花が遅れた（SP品種）
　毎年暖房開始が早くなってきている。

　11月から２月までEOD管理を行い、3月からは15℃一定で管理を行う。

9 茨城県 I ML LED

23年夏の暑さの影響もあり遅れ気味だったものも、年明けてから例年並みになった。

ただ今年の試験からは慣行区とLED区での差があまり感じられなかった。

試験区全体に芽の吹きが悪く、切り花本数が確保できていない。

差が出ていいはずだが、ムーンライトという品種特性からか、環境制御技術の恩恵が感じられな
い。

10 J ML LED
蕾の上がりが良い、現在二次側枝が立ち始めている。実証区は西日が早い方に設置しており、
実証区と慣行区で同じくらいの芽立ちであるため、順調であると考えている。

冬越しの芽立ちは良い。

二次側枝の立ち上がりも良い。

11 K ML LED
3月以降芽の立ちが良い。これからの反応に期待したい。谷下で同じで切れていれば良いと思

う。

LEDについては効果を感じている。費用対効果が良ければ導入につながる。伊豆は日長が

短いため、効果も大きいと考える。

１回半摘心だとこの時期は立たない。

12 L ML LED
切れ出しが遅かったこと、夏の暑さの影響が大きかった影響か、思ったより切れていない。

実証区は、徒長しづらかった。

今回設置した補光は2mで高すぎると感じた。冬から2月に光を当てて、予定の本数を収穫できる

ようにしたい。実証区の方が回転が速く、昨年より差が出たと感じている。

13 愛知県 M ML LED

全般に早まっている。１番花と２番花の間の谷が大きくなるので、余分に１本ハーフピンチを行う
などした方が良いと思う。ハーフピンチの調整で収量が変わると思う。

恋心で特に伸長が良く、開花も２～３週刊早まった感覚。節間伸長しているが商品として問題な
い。

しっかりと良い効果が出ている。あとは採算が合うかどうか。

実証試験で使っているLED以外でも、ホームセンターで販売しているような安価な家庭用LEDでう

まくいくか、耐用年数との採算が気になる。

14 兵庫県 N ML LED 条件の悪い、日当たりの悪い場所での実証だが、まずまずの生育をしている。 長日開花性があるような品種には効果が有るように思う。

15 香川県 O ML LED 生育も開花も早いので効果大でした。 初めてのLEDでしたが、結果良好で今後の動き方に期待しています。

16 福岡県 P ML LED LED区は慣行区より硬さ・太さがあり、品質が良い印象。
EODの設定温度について、実際の温度は設定通りに上がらないので、本当に17℃設定で良

いのかと感じた。

17 福岡県 Q ML LED
今作は水害や夏季高温などの影響で試験区の枯れがあり、慣行区との明確な違いは出て

いないように感じる。
特に無し。

LED

LED赤

19 茨城県 S KG LED 慣行区の初期成育のほうが良かったため、生育・開花の差がわかりにくかった。 慣行区の初期成育のほうが良かったため、生育・開花の差がわかりにくかった。

20 T KG LED

今年度は照射していない慣行区で枯れにより株が減ったのと台刈りをした影響で本格的
に採花は始まっていないため何とも言えないが、照射している方が開花は早いと感じて
いる。
品質にLEDの照射の影響はなく、供試品種の恋心が初めて作ったがもともと硬い品種であ
り、LED照射によって品質面で影響が出づらいのかなと思った。
20時間区と16時間区の間では開花の早さや品質に差はないと思っている。
5月ぐらいにデータとしてみえてくると思う。

やはりLED照射をしている方が開花の早まっているような感じで品種によっては丈の伸び

や茎も硬くなるような感じがする。場所的に日射量が少なく、LEDによる効果は他の人よ

りも受けやすいのかなと思う。

21 U KG LED
LED区では定植後間もない時の冠水により、生育が遅れていたが、慣行区に追いついている。

開花が早まっている感覚がある。秋の切り花が少し硬くなっていた印象。
採算が合うか分析が必要。

LED

LED朝

23 兵庫県 W KG LED

当初は慣行区の方が生育がよかったが、現状では、下芽の発生については、実証区が追

いついてきた。今後、追い抜くのではないか？と期待している。日当たりの悪い場所で

使うと良いのではないか。

品種間で効果に差がありそうなので、いろいろと試してみたい。

24 広島県 X KG LED

明確には判断できないが、若干は速くなっている気がする。数値を見て、実際に速くなった実感
を持てた。

質については、改善された訳ではないが、決して悪化はしていないように思う。

生育が速くなり収穫本数が増えるとは思うが、設置コストと電気代が割に合っているか（増加分で
コストを回収できるか）は分からない。明確に割に合っているとは断定できない。

設置すること自体は容易であるため、費用対効果についての懸念以外で、心配事はない。

25 山口県 Y KG LED 慣行区との差は特にみられなかった。 周りの環境を整える必要があるなと思った。

ML

調査項目

長崎県 F

22

静岡県

V

供試
品種

処理区№ 県別 実証生産者

5 香川県

18 福岡県 R

№ 県別 実証生産者
供試
品種

E ML

6

調査
内容

KG

やはり赤色ＬＥＤは生育急ぐ分、茎が細い印象。
今作は試験区（赤色LED区＆白色LED区）と慣行区を別のハウスで生育したが、生育差が

出すぎた為、次作は同ハウスの同列で行う予定。

・EOD処理１（17℃-10℃）は、EOD処理２（17℃-13℃-10℃）と比較して、積算温度は

低く、経費もかからないが、3月までの調査では収量はほぼ同等である。

・EOD管理は、カーネーションの収量及び品質の向上を期待できる技術である。県内にお

いても技術の普及が図られており、温度設定などを検討しながら実践している生産者も増

えてきている。

LED照射によって、開花や生育が早まった。特に朝方照射では草丈の伸びや開花促進が顕著

だった。

愛知県

効果は感じられており、採算が合うか、もう少し確認していく必要がある。

調査項目

　EOD２（第2ビニールハウス）で、極端な温度設定をしている影響からか、連棟ハウスと比較して

茎が細くなり花が小さくなってきた。・午後からの換気を減らして室温を上げてる影響かもしれませ
ん。連棟ハウス（EOD１）は順調に育っている感じです。

　ここ数年、同じ温度管理をしており、普通になっているため違いが分からなくなってきました。
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表１９－１　続き

他県の生産者との比較 あぐりログの感想　その他

1 北海道 A ML LED すみません、他県との比較等が把握できていないのでわかりません。
他県との比較を見ながら、地元の気候風土に合わせたカタチで、活用できると思いますの

で、今後も機会があれば参加して、情報共有できればと考えています。

2 北海道 B DB LED
自然環境の差が大きく、高冷地・暖地で生育の仕方が違う。
地域に合わせたマニュアル作りが必要。

全国で事業することにより、いろいろなパターンがあり面白い。
研究者が参加してくれていることにより正解が出やすくなる。

3 香川県 C DB LED 不明
LEDに関しては日照時間の適切な長さを知りたい

夏の暑さの克服方法

※　供試品種名：ML（ムーンライト）、DB（ドリーミィーブロッサム）

表１９－２　続き

他県の生産者との比較 あぐりログの感想　その他

4 神奈川県 D ML EOD-C なし
冬季（冬至頃）になると、太陽の位置が低くなり、カーネーションが全体的に曲ってしまうため、秀
品率が落ちてしまう。フラワーネットを使用しているものの限界があり、曲がらないようにするための
解決方法がないか検討していただきたい。

EOD1

EOD2

ML EOD-1

ML EOD-2

7 兵庫県 G KG EOD 見ていないのでわからない 特になし

8 香川県 H KG EOD 分からない。 夏の暑さと切花本数の増加

9 茨城県 I ML LED
他県ともに昨年夏の猛暑の影響を引きずっているように感じる。

圃場の過湿による定植の遅れもあり、他県生産者より遅れがあるようだ。
夏の暑さ対策と試験品種選定を再検討したい。

10 J ML LED 環境的な要因もあるが、他県より芽のステージが早くなっていると感じた。

仕事を分散できるようにしたい。現時点で山・谷が大きいため、圃場によって修正摘心を2本、1本

と分けて分散できるようにしたい。

ムーンライトは回転は良いが、１番花が12月に切れ終わり、１月くらいの装備需要に当てはまらな

かったため、２本ハーフとしたい。

11 K ML LED 他県と比較するとそこまで差がないように感じる。年明けから差が見られ始めた。
・安定して株８本切れる技術　・２～３年切り　・土壌消毒を使用しない方法

・人工培土の利用　・夏期の暑さ対策

12 L ML LED 採花時期の違いを感じた。生産者によって採花する位置が異なり、芽の立ちも変わる。
LEDを使用した実際の栽培技術を確立したい。採花本数を増やすにはどのくらい芽を残すかが

課題。最適なLEDの高さについても確認したい。

13 愛知県 M ML LED 地域に関係なく、同じような効果が出ており、有用な技術だと思う。 夏～秋口の品質向上

14 兵庫県 N ML LED 概ね変わらないのではないか。 品種特性を見極めて、LEDの実証をしていきたい。

15 香川県 O ML LED 全体会議での話の中でLED効果は良いと思う。 LEDで節間長が長くなれば、高濃度CO2環境でも草丈が確保できそう。

16 福岡県 P ML LED 特に無し。
今年は病害虫（特にヤガ類）の被害を受けた為、病害虫防除を徹底したい。

また、3月頃からスプレーで輪飛びが発生している為、肥培管理を徹底したい。

17 福岡県 Q ML LED 特に無し。
バランスの良い水管理。

※やや多めに灌水しているが、少なすぎても良くないので、適量を模索中。

LED

LED赤

19 茨城県 S KG LED 他県の方より、生育・開花の差が出なかったかもしれない。 夏の高温対策。

20 T KG LED
今年度は台刈り、また昨年度までは枯死に伴う供試品種の変更があって他県の生産者と比

較はできていない。来年度はなんとか比較できる状況にはもっていきたい。

極力遮光せず、暑くても光を取り込むようにしているが、年々暑さが厳しくなっており、

遮光カーテンや遮熱剤・遮光剤の新たな導入や張替なども考えている。

　こうした中、最近遮光カーテンなどで新商品をたびたび耳にするがどれを使用したらい

いか迷っている。　そこで、他県のカーネーション生産者の中で遮光カーテンや遮光剤な

どどんなものを使用しているか知りたい。また、生産協の試験として有効な遮光カーテン

などの効果をみる試験ができるとさらに良いと思った。

21 U KG LED 全体会議で全国の生産者と意見交換ができ良い経験になった。 高温対策。秋の開花遅れ改善による年内収量増加。

LED

LED朝

23 兵庫県 W KG LED 交流できていないのでわからない。 特にないが、ハダニ類の防除に困っているのは事実。

24 広島県 X KG LED

実際の圃場を見たわけではないため、比較はできない。

自分の圃場の状態が、他の生産者の圃場と比較してどうなっているのかを確認できないため、他
の生産者の結果は確認したい。また、作の終わりまで他の生産者の数値データが見れない状態
では実感がわかないため、作の途中でも他の生産者の数値データを確認したい。

品質を落とさずに収量を上げていきたい。

CO2施用機の導入における、濃度の操作方法（どの時間帯でどのくらいの濃度にするか等）につ

いて。

夏の暑さ対策については、現在の装備では十分な対策を打てない事。

日中の温度管理について、本園では20℃で一定にしているが、最適な温度の動かし方がわから

ない事。

作の終わりにロスが生じている事。それを改善する仕立て方法を知りたい。

25 山口県 Y KG LED 枯れが激しい。 枯れを減らしたい。

調査項目

ML

6 長崎県

調査項目供試
品種

調査
内容

全体会議で他産地を確認して何となく生育促進があるようではあるが、はっきりとした違いが分か
らなかった。

高温対策

淡路島しか見ていないですが、やはり、日当たりのよい場所で育てるのがカーネーションに１番良
いと再認識しました。

植え付け後にマルチと培地の中にエアコンの冷えた風を送り局所冷却による生育の比較をしてみ
たいです。

淡路の生産者を視察し、独自の温度設定でよく観察などを行っていると感心した。 委縮叢生症の発生を抑えたい。

・他県の生産者と比較して、各々の地域に根付く仕立て方法など栽培管理があるため、一

概に優劣をつけることはできないが、増収が期待できる技術である。

近年、夏場の高温などでダニや萎凋細菌病の発生が深刻になっている。

特にダニについては、薬剤抵抗性の発達により農薬が効きにくく、薬剤散布の回数が増え

ていることから、労力や農薬代など経費が増え負担増となっている。

5 香川県 E

№ 県別 実証生産者

№ 県別 実証生産者
供試
品種

処理区

F

静岡県

18 福岡県 R ML

愛知県

22 V KG
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６．令和 5 年度実証事業総括  
 

（１）産地間の気温の違い 

本年度の実証試験は、茨城県から長崎県まで 11 道県 25 人の協力生産者で実施した。こ

のうち、①寒冷地と暖地における夏切りにおける LED の利用に関する実証と、②暖地作型

による日没後昇温（降温）と LEDの利用に関する実証を実施した。①、②の違いは、①で

は夏切りにおける品質管理が明らかになる点、②では作型（栽培基準日）の統一により、産

地間の環境条件が開花時期、採花本数、切り花品質への影響を検証できる点である。②で実

証した産地では、定植、一次摘心、修正摘心の時期や仕立方法をできる限り統一することで、

産地による環境条件を把握しようとした。併せて、近年問題となっている夏の気温上昇とカ

ーネーションの生育反応について昨年度に引き続き検証することを目指した。 

８～１０月の気象条件では産地間で大きく異なっており、比較的低い気温の生産者で出

荷開始時期が早くなる傾向を示した。夏季の温度は、生産者の体感にもよるが、一般的な産

地間での認識よりも気温が上がりにくい産地、下がりにくい産地があることがわかった。今

後、冬季の気象条件も踏まえ、生産性向上に活かしていきたい。 

（２）日没後昇温の効果 

令和元年度の調査では、カーネーションの主要作型である１回半摘心栽培における冬季

の日没後昇温により 1～2月に開花する二次摘心側枝の開花を早め、その後、3～5 月までの

採花本数を増加させた。 

令和3～4年度は、令和2年度に引き続きスタンダードカーネーション‘ムーンライト（ML）’

とスプレーカーネーション‘カーネアイノウ 1 号（流通名：ドリーミィーブロッサム（DB））’

を供試して実施した。ML では日没後昇温により１～2 月の採花本数が同等～やや増加する

傾向を示し、前年の結果を指示した。一方、DB でも前年同様、慣行区の採花本数が同等～

多い傾向を示した。 

令和 5 年度はこれらの基礎データを踏まえて、産地で実証しやすい手法として温度設定

を 17℃→10℃を基準として、それぞれの産地の条件を踏まえた温度管理について検証した

ところ、21時までの温度条件により収穫本数が安定して収量増の寡雨性が考えられた。 

 

（３）LED 照射の効果 

LED について、令和 5本年度はさらに試験規模を拡大して実施した。 

実証試験では既設の白色 LED の照射により、ハウス間の違いはあるものの ML、KG と

もに、採花本数の増加と到花日数の短縮効果が示唆された。また、白色 LED は茎の強度を

高める可能性が引き続き確認されており、今後、秋季の切り花品質に及ぼす影響を詳細に検

討していきたい。このことは夏切り作型と暖地作型において同様で、LED 照射は高温期の
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下垂度の改善効果が期待される。 

 

（４）日持ち試験について 

日持ち調査については、日没後昇温と慣行区はほぼ同程度との傾向を示した。令和元年度

以降の継続的な調査と同様に産地間では、日没後昇温区において一定の傾向を認めていな

いが、3年間の研究成果から日没後昇温はカーネーションの切り花品質を低下させることは

ないと考えられる。 

LED 照射においては日持ち日数を向上させる傾向が、令和 5 年度も示された。カーネー

ションへの LED 照射と日持ち性との関係についての報告がないことから、今後さらにデー

タ蓄積を進める必要がある。 

 

（５）夏秋期の栽培環境条件とカーネーションの生育 

これまでの調査で、夏秋期の温度条件と年内の採花本数との関係について、解析したとこ

ろ、外気温では最低気温 25℃未満、20℃未満で正の相関係を見出した。施設内温度では最

高気温で 30℃、35℃以上で負の相関、平均気温 25℃以上で負の相関、最低気温では 25℃、

20℃、15℃未満で正の相関関係を見出した（稲葉ら，2024）。 

小西（1980）はカーネーションが 25℃以上で開花抑制することを指摘しており、秋期に

開花する一次側枝が伸長する時期の施設内温度が平均 25℃を超える日が多いと年内の採花

本数は減少し、秋期は 25℃未満の日が多いほど年内採花本数が増加することを示している。

このことは、Hgashiura ら（2022）が９月中旬までヒートポンプによる日没後降温（冷房）

を実施した際のデータとほぼ一致している。 

令和 5 年度の実証試験における外気温と年内採花本数との関係をみても、最高気温 30～

35℃以上、平均気温 20℃、最低気温 15℃で年内採花本数との関係が見出された。このよう

に暖地作型における開花開始から年内の採花本数は夏秋期の気温の影響が大きい。このと

きの白色 LED照射は、収穫本数の増加が期待できる可能性を示唆している。温暖化の影響

で秋期の生育・開花が不安定となっていることから、温室内の温度条件の改善や光環境条件

による切り花品質保持対策を検討する必要がある。 

 

（６）白色 LED による初期生育調査について 

白色 LED は定植後１週間における‘恋心’の初期生育を促進する効果が得られた。これま

では一次摘心と同時に LED 照射を開始してその効果を確認してきたが、今後、さらなる増

収効果目指すためには、次年度以降、定植直後からの LED照射は次年度以降取り入れるこ

とも選択肢になりうる。これにより、定植後の栽培株全体の生育力を高めることで、摘心後

の側枝の確保とそれによる採花本数増加が期待される技術とし考えていきたい。 

 

（７）生産者アンケート調査 
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これまでの実証試験と同様、日没後昇温は、調査データ以上に開花促進するとの意見が多

かった。暖地だけでなく寒冷地の栽培においても日没後昇温は可能性のある栽培技術と考

えられる。現地に普及するにあたっては異なる立地条件下において、いかに効率的に暖房を

かけて行くことができるかが課題となる。これらを効率的に進めるにあたって、外気温との

積算温度について各産地間の条件を精査して行く必要があると考えられた。 

LED 照射については、切り花品質を低下させずに秋季からの品質向上、通年での採花本

数の増加を目指している。5月までの調査結果を踏まえて、効果を検証していくことが望ま

しいと考えられる。LED 照射は秋期の切り花品質の安定、採花本数確保に有効な技術の一

つと考えられるため、今後はさらに規模を拡大して実証する必要がある。 

 

（８）今後の課題 

農作物の栽培では気象条件により、品質や収益性に年次間差がある。本事業はカーネーシ

ョンの環境制御技術の有効性を生産者段階で実証し、栽培技術として国内産地に定着させ

ることが最重要課題である。本事業は平成 30 年度から現地での調査を実施しているが、カ

ーネーションでは令和元年度～5年度と 5年間にわたって作型、調査項目を統一し、試験結

果が明確に得られるように試験設計を組んで実施してきた。 

令和 5 年度までの結果から、冬期の夜温管理には日没後昇温は極めて有効であることが

明らかとなった。この管理法を元に暖房開始前の夏秋期の採花本数、品質管理における技術

開発が今後は重要となる。ヒートポンプを活用した夜温管理も一つの方向性であり、施設を

持つ生産者は積極的に取り組む必要がある。さらに、日中の施設内の最高気温を低下させる

方法や、LED 照射による採花本数、品質管理方法についてもさらに検証を進めることが重

要である。 

実証試験に参加する 11 県 25 人の生産者は、日本のカーネーション栽培を支えていく可

能性のある存在である。今後は、本調査結果を踏まえてカーネーション生産性向上のための

マニュアルの作成を行い，令和 6 年度以降の実証事業において各産地で検証していくこと

に結びつけたいと考える。 


